
bootTitleID

ロード済みアプリ

メモリロード済みアプリの起動サンプルプログラムの動作説明

ランチャーパラメタ
（LauncherParam *）HW_PARAM_LAUNCH_PARAM(0x02000100)

magicCode
ty
pe

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 a b c d e f

crc16 prevTitleID

flags rsv[4]

bodyLength

0x00

0x10

BODYHEADER

起動するアプリのロード

アプリBを直接起動するよう
にランチャーパラメタを設定

し、リセット

OS_SetRelocateInfoAndLoadApplication（）

Hot/Coldスタート判定およ
びランチャーパラメタの検証

ランチャーパラメタから、起
動時のオプション（ロゴスキ
ップ、直接起動etc）を決定。

Hotスタート且つパラ
メタ検証OK？

YES

アプリ直接起動？

YES

アプリを起動
（今回のケースではロード済

みアプリを起動）

サンプル起動

リセット

起動

Launcher

サンプル

OS_SetLauncherParamAndResetHardware（）

関数Call

関数Call
typeとbootTitleIDとflagsを引数で指定
その他の値は関数が自動的に生成

引数にromファイルのパスを指定
「メモリの特定の領域」にアプリケーションが
ロードされる
ランチャーに渡すための再配置情報も自動的に
セットされる

メニュー表示

「特定の領域」は実装の都合上、
メインメモリの前半4MBに集中している
そのため、この関数を呼ぶ側のアプリは

0x02280000 - 0x02380000
または

0x02800000以降
のアドレスに配置する事が望ましい

さもないとロードされるアプリによって
実行中のアプリが上書きされる

flags.bootTypeには
LAUNCHER_BOOTTYPE_MEMORYを指定し、

アプリロード済みを指定
再配置要求は必要無し


